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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 17,599 ― 523 ― 1,010 ― 675 ―
20年3月期第3四半期 17,094 0.6 821 △17.4 1,382 △14.4 836 △66.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 37.66 37.65
20年3月期第3四半期 45.99 45.90

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 46,452 32,456 69.9 1,930.11
20年3月期 49,733 36,822 74.0 2,021.60

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  32,456百万円 20年3月期  36,822百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 18.00 18.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 20.00 20.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,800 1.7 1,100 13.2 1,700 3.9 1,100 17.6 60.39

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  21,265,000株 20年3月期  23,265,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  4,449,326株 20年3月期  5,050,655株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  17,935,361株 20年3月期第3四半期  18,194,358株
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当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）におけるわが国経済は、米国発の金融

危機が世界市場に拡がって、世界の実体経済を急速に押し下げるなか、景気後退を余儀なくされました。また、急速

に進んだ円高や消費者心理の冷え込みなどによる内需・外需の減速は、企業の業績に大きな影響を与えました。  

 当社グループの中核事業の一つである菓子・食品の市場におきましても、高騰した原材料価格がコスト上昇を招く

なか、収益確保に向けた企業間競争が激化して、厳しい経営環境が続きました。  

 こうした情勢のもと、当社グループは、商品の安全性確保や適正表示ならびに品質の向上に引き続き注力するとと

もに、お客様の視点に立った商品の開発や積極的な販売促進活動を進めてまいりました。  

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ3.0％増の17,599百万円となりました。営業利

益につきましては、生産性の向上や事業活動の効率化に努め、さらに食品事業の商品の内容量の見直しを伴う規格変

更などを行ってまいりましたが、高騰した原材料価格が招くコスト上昇を吸収しきれず、また、急激な円高による化

成品事業の収益への影響などにより、前年同期に比べ36.3％減の523百万円となりました。経常利益は前年同期に比べ

26.9％減の1,010百万円となりました。また、主に投資有価証券に関連して特別利益306百万円と特別損失180百万円を

計上しました。これらにより四半期純利益につきましては、前年同期に比べ19.3％減の675百万円となりました。  

  

事業分野別の動向は、次のとおりであります。 

  

食品事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、主力の菓子部門は重点商品を中心に積極的な営業活動を展開し拡売に

努めました結果、チョコレート類の売上が大幅に伸長し、増収となりました。チョコレート類では、「アルファベッ

トチョコレート」「ベストアソートチョコレート」「ナッツチョコレートコレクション」などの主力ブランドや新商

品の「和風もちチョコミックス」など、ファミリータイプの商品が売上を大きく伸ばしましたが、「ぷくぷくたい」

をはじめ各種のエアインチョコレートの売上は若干減少しました。キャンディ類は、小袋商品など自社商品は売上を

伸ばしましたが、受託商品の売上が減少し、減収となりました。  

 粉末飲料部門は、既存基幹商品を中心として拡売に取り組みました結果、主力の「レモンティー」の売上は若干減

少しましたが、「ロイヤルミルクティー」や「アップルティー」などが売上を順調に伸ばし、増収となりました。  

 また、主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、自社商品の売上が受託商品の落ち込みをカバーしきれ

ず、減収となりました。  

 そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、積極的な営業活動を展開した結果、主力のバウムクーヘン

類などが順調に売上を伸ばし、増収となりました。  

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の食品事業の売上高は、15,448百万円となりましたが、高騰した原材料

価格が招くコストの上昇が影響して営業利益は502百万円にとどまりました。  

  

化成品事業 

 酵素部門につきましては、前年同期に売上が大きく伸長したチーズ用凝乳酵素「レンネット」および脂肪分解酵素

「リパーゼ」は、ともに海外を主な市場としておりますが、取引先の在庫調整や世界的な金融不安に伴う急激な円高

の影響もあって大幅に売上が減少しました。このような状況下ではありましたが、「レンネット」の第２世代品「Ｍ

ＲＳ」は、海外市場への積極的な販売促進活動が功を奏し、円高にもかかわらず売上を順調に伸ばしました。  

 薬品部門につきましては、ＭＲＩ（磁気共鳴画像）診断用肝臓造影剤『リゾビスト』の原薬である「デキストラ

ン・マグネタイト」や、医薬品、写真フィルムなどの原料の「デキストラン」の売上が減少したことにより、減収と

なりました。一方、飼料添加物「ヘルシーフレンド」は前年同期と同水準で推移しました。  

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の化成品事業の売上高は、1,828百万円、営業利益は345百万円となりま

した。  

  

不動産事業 

不動産事業につきましては、売上高は安定的に推移して322百万円に、営業利益は165百万円となりました。 

  

なお、前年同期との比較につきましては、参考数値として記載しております。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末における総資産は46,452百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,281百万円の減少と

なりました。また、負債は前連結会計年度末と比較し1,084百万円増加して13,996百万円となり、純資産は前連結会計

年度末に比べ4,365百万円減少して32,456百万円となりました。この結果、自己資本比率は69.9％となりました。  

 主な増減要因として、資産の部では投資有価証券が4,283百万円減少し、負債の部では短期借入金が1,400百万円増

加しました。純資産の部では、平成20年５月の200万株の自己株式の消却および平成20年11月の140万株の自己株式の

取得を主因として、自己株式（マイナス表示）が1,002百万円、利益剰余金が3,426百万円それぞれ減少しました。  
  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

と比較し1,668百万円減少して、1,550百万円となりました。  

 当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、482百万円となりました。資金の主な増加要因

は、税金等調整前四半期純利益1,137百万円などであります。投資活動により使用した資金は、451百万円となりまし

た。資金の主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出1,111百万円などであります。また、財務活動により使用

した資金は、1,699百万円となりました。資金の主な減少要因は、自己株式の取得による支出2,786百万円などであり

ます。  

  

原材料価格の高騰は落ち着きを見せ始めたものの、世界的な景気後退や大幅に進んだ円高など、事業を取り巻く環

境は先行き不透明感を増しておりますが、当社グループにおきましては、今後も生産性の向上や事業活動の効率化に

努め、収益力の向上に取り組んでまいります。現時点では通期の連結業績予想につきまして、平成20年５月15日に発

表いたしました数値を修正しておりません。 

  
  

該当事項はありません。 
  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

該当事項はありません。 

  

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）および

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日)を適用して

おります。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）

を適用し、評価基準については、主として低価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更し

ております。これによる損益に与える影響はありません。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

＜簡便な会計処理＞

①棚卸資産の評価方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

＜四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理＞

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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当社の役員退職慰労引当金については、従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、取締役会において決議さ

れた内規に基づく連結会計年度末における要支給額により計上しておりましたが、平成20年６月27日開催の定時株

主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止しました。制度の廃止に伴い、役員退職慰労金の打ち切り支給

を同株主総会にて決議し、役員退職慰労引当金残高は全額取崩し、打ち切り支給額の未払分77百万円を固定負債の

「その他」に計上しております。 

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）に伴い、法定耐用年数お

よび資産区分が見直されました。これにより、当社の機械装置については、従来耐用年数を７～９年としておりま

したが、第１四半期連結会計期間より８～10年に変更しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ27百

万円増加しております。 

（追加情報）

１ 役員退職慰労引当金

２ 有形固定資産の耐用年数の変更
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５ 四半期連結財務諸表 
(１) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,142 3,228

受取手形及び売掛金 5,754 4,886

有価証券 542 399

商品 0 0

製品 862 635

原材料 1,207 860

仕掛品 350 302

貯蔵品 15 17

その他 224 240

貸倒引当金 △44 △32

流動資産合計 11,055 10,538

固定資産   

有形固定資産 7,901 7,175

無形固定資産 95 96

投資その他の資産   

投資有価証券 26,463 30,746

その他 1,022 1,261

貸倒引当金 △85 △85

投資その他の資産合計 27,400 31,922

固定資産合計 35,397 39,195

資産合計 46,452 49,733
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,852 2,290

短期借入金 2,500 1,100

未払法人税等 84 95

返品調整引当金 16 16

その他 2,489 2,088

流動負債合計 7,943 5,591

固定負債   

繰延税金負債 3,762 5,076

退職給付引当金 2,197 2,144

役員退職慰労引当金 12 95

その他 81 4

固定負債合計 6,052 7,320

負債合計 13,996 12,911

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,313 1,313

資本剰余金 76 77

利益剰余金 32,512 35,939

自己株式 △8,532 △9,534

株主資本合計 25,370 27,795

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,085 9,026

評価・換算差額等合計 7,085 9,026

純資産合計 32,456 36,822

負債純資産合計 46,452 49,733
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(２) 四半期連結損益計算書 
 (第３四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 17,599

売上原価 11,430

売上総利益 6,168

販売費及び一般管理費  

販売促進費 2,625

運送費及び保管費 896

広告宣伝費 60

給料手当及び賞与 1,165

退職給付費用 69

役員退職慰労引当金繰入額 10

貸倒引当金繰入額 12

減価償却費 67

その他 738

販売費及び一般管理費合計 5,644

営業利益 523

営業外収益  

受取利息 46

受取配当金 470

有価証券売却益 107

その他 27

営業外収益合計 652

営業外費用  

支払利息 7

固定資産除売却損 15

支払手数料 6

持分法による投資損失 51

為替差損 56

その他 29

営業外費用合計 165

経常利益 1,010

特別利益  

投資有価証券売却益 306

特別利益合計 306

特別損失  

投資有価証券売却損 99

投資有価証券評価損 70

減損損失 10

特別損失合計 180

税金等調整前四半期純利益 1,137

法人税、住民税及び事業税 409

法人税等調整額 52

法人税等合計 461

四半期純利益 675
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(３) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,137

減価償却費 572

減損損失 10

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△30

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △314

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 89

有形固定資産除売却損益（△は益） 14

受取利息及び受取配当金 △517

支払利息 7

持分法による投資損益（△は益） 51

売上債権の増減額（△は増加） △868

たな卸資産の増減額（△は増加） △619

仕入債務の増減額（△は減少） 562

その他 285

小計 391

利息及び配当金の受取額 514

利息の支払額 △7

法人税等の支払額 △414

営業活動によるキャッシュ・フロー 482

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △249

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

1,298

定期預金の預入による支出 △482

有形固定資産の取得による支出 △1,111

その他 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △451

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,400

自己株式の取得による支出 △2,786

自己株式の売却による収入 13

配当金の支払額 △326

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,668

現金及び現金同等物の期首残高 3,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,550
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号 平成19年３月14日)および「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日)を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

 

  

当社は平成20年４月30日開催の取締役会決議に基づき、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を実施いた

しました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が１百万円、利益剰余金が3,774百万円、自己

株式が3,775百万円減少しております。 

 また、平成20年10月14日開催の取締役会決議に基づき、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づく自己株式の取得を実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自

己株式が2,774百万円増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

食品事業 
(百万円)

化成品事業 
(百万円)

不動産事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社(百万円)

連結 
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

15,448 1,828 322 17,599 ─ 17,599

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ ─ 1 1 (1) ─

計 15,448 1,828 324 17,601 (1) 17,599

営業利益 502 345 165 1,013 (490) 523

(注)１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。
  ２ 各事業区分の主な製品など 
    食品事業………菓子、飲料など 
    化成品事業………薬品、酵素など 
    不動産事業………不動産賃貸、ゴルフ場など

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

「参考資料」

科目

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成19年12月31日)

金額（百万円）

 Ⅰ 売上高 17,094

 Ⅱ 売上原価 10,899

   売上総利益 6,194

 Ⅲ 販売費及び一般管理費 5,372

   営業利益 821

 Ⅳ 営業外収益 626

 Ⅴ 営業外費用 66

   経常利益 1,382

 Ⅵ 特別利益 41

 Ⅶ 特別損失 172

   税金等調整前四半期純利益 1,251

   税金費用 414

   四半期純利益 836
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成19年４月１日 

 至 平成19年12月31日)

区分 金額（百万円）

 Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー △277

 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー △769

 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー △388

 Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

 Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,434

 Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,516

 Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 1,081
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